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須坂市教育委員会 10 月定例会 会議録 

 

１ 日 時 2022 年 10 月 26 日（水）午後２時 00 分 ～午後３時 30 分  

 

２ 場 所 須坂市役所本庁舎３階 305 会議室 

 

３ 出席した委員 教育長      小林 雅彦 

         教育長職務代理者 二ノ宮邦彦 

         教育委員     土屋 保男 

         教育委員     水上 智恵 

         教育委員     山下美知子 

 

４ 説明のため出席した職員 

         教育次長      清水 秀一 

学校教育課長    中村 健司 

         子ども課長     山岸 和美 

         人権同和教育課係長  中村 千恵 

         学校給食ｾﾝﾀｰ所長  牧  俊彦 

         文化スポーツ課長   峯村 清一 

         生涯学習推進課長  寺澤 勝志 

         主任指導主事    後藤 昭彦 

         指導主事      宮崎  健 

         指導主事      北村  雅 

         指導主事      松木 智子 

 

５ 事務局出席職員 

庶務係長     小林 貴彦 

庶務係      土屋 真由 

 

６ 本日の会議に付した事項 

１ 学校等の状況報告について 

 

２ 議題 

 議題第 40 号 須坂市子育て応援特別給付金支給要綱の一部を改正する要綱に

ついて 
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３ 協議   

「教育の窓」発表者 学校教育課 松木指導主事 

 

４ 一般行政報告 

 （１）教育長出席行事の報告について 

 （２）行事共催等承認の報告について 

 （３）その他 

 

５ その他 

 （１）教育委員会行事予定について 

 （２）須坂市教育委員会主催・共催大会等への出席について 

 （３）2022 年度人権教育啓発標語・ポスター最優秀作品及び表彰式等について 

 （４）2022 年度 須坂市「家庭の日」啓発活動について 

 （５）2022 年度 須坂市青少年健全育成研修会について 

 （６）その他 

 

---------------------------------------------------------------- 

 

教育長が開会を宣した。 

１ 学校等の状況報告について 

 教育長が説明を求め、主任指導主事が学校等の状況について説明した。 

 ・児童生徒数について、先月比で小学校２名減、中学校増減なし。 

 ・学校事故報告は、現在累計で 28 件報告あり。 

 ・不登校による欠席状況について、9月末現在、小学校 13 名、中学校は昨年 9月よ

りも 12 名増加して 49 名。 

 ・スクールカウンセラーの上半期活動状況について、全相談件数は 330 件、相談実

人数 252 名。相談内容で一番多いのが不登校で 84 件、次に心身の健康保険につ

いて 72 件が多かった。今年度から、ヤングケアラーの項目を追加した。現状は

相談はなし。 

 ・スクールカウンセラーの活動報告について、話をして保護者の心に余裕ができた、

不登校の生徒が約１年ぶりに徒歩にて登校できた等、成果があったと思われる事

例が上がってきている。また、オンラインカウンセリングがメジャーになれば利

用が増えるかもしれないという意見も出ている。現在は対面よるものなので、今

後検討していく。 
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 学校教育課長： 

  ・スクールカウンセラーへの相談内容について、相森中学校の「その他の内容」

が 43 件とあるが、内容はわかるのか。 

 

 主任指導主事： 

  ・相談は守秘義務があるので、詳しい内容はわからない。資料にあげられている

項目以外の内容。また、一回目は相談ではなく世間話をして打ち解ける時間を

作るときもあり、その場合も「その他」に入っている場合もある。 

 

 委員： 

  ・相談内容の「家庭環境」について、「貧困の問題」「ヤングケアラー」「非行不

良行為」も「家庭環境」になると思うが、その３つ以外が「家庭環境」に入っ

ているのか。 

  ・「家庭環境」に教職員からも相談があるのか。 

 

 主任指導主事： 

  ・教職員からの「家庭環境」については、生徒の家庭環境についての相談。 

  

 教育長： 

  ・オンラインカウンセリングは先進的だと思うが。実施しているところはあるの

か。 

 

 主任指導主事： 

  ・不登校の生徒へオンラインでカウンセリングをしてほしいと学校へは提案して

いるが、子どもたちが自分の姿を見せることに抵抗がある子もいるので、オン

ラインももうひとつステージが上がらないとできない。しかし、対面のカウン

セリングにつなげるにはいい方法であると思っている。 

 

２ 議題 

 議題第40号 須坂市子育て応援特別給付金支給要綱の一部を改正する要綱について 

  教育長が説明を求め、子ども課長が説明した。 

 

３ 協議 
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（１）「教育の窓」 

 教育長が説明を求め、指導主事が発表した。 

 

 教育長： 

 ・保育園の入り口にはドキュメントステーションがある。結果ではなく過程を保

護者に伝える、これも教育の一環ではないかと思う。保育士がどの場面を撮影

するかも大事。結果ではなく、苦労している過程に価値があるんだと親も先生

も子どもも再認識できる場になってほしいと思っている。 

 

指導主事： 

 ・子どもたちが、写真を示しながら話をしている。経験を語り合う効果もあるの

だと感じた。 

 

４ 一般行政報告 

（１）教育長出席行事の報告について 

 教育長が主だった出席行事について説明した。 

 

（２）行事共催等承認の報告について 

 教育長が説明を求め、学校教育課長が説明した。 

 ・共催事業２件、後援事業５件。 

 

（３）その他 

 教育長が説明を求め、学校教育課長および子ども課長が説明した。 

 

５ その他 

（１）教育委員会行事予定について 

教育長が説明を求め、各課長等が説明した。 

 

（２）須坂市教育委員会主催・共催大会等への出席について 

教育長が説明を求め、学校教育課長が説明した。 

 

（３）2022 年度人権教育啓発標語・ポスター最優秀作品及び表彰式等について 

 教育長が説明を求め、人権同和教育課係長が説明した。 

 

（４）2022 年度 須坂市「家庭の日」啓発活動について 

 教育長が説明を求め、子ども課長が説明した。 
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（５）2022 年度 須坂市青少年健全育成研修会について 

 教育長が説明を求め、子ども課長が説明した。 

 

（６）その他 

 なし 

 

教育長が閉会を宣した。 


